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１提案プロジェクトの背景

日本において最も太陽光発電が普及し、電力系統における出力制御の頻度が大きいのが九州
電力管内である。同地域においては電力系統の安定を図るために頻繁に出力制御が実施され
ており、出力制御に伴う課題解決の必要性という意味で課題先進地域と言える。

＜太陽光発電協会の内閣府再エネタスクフォース（Ｒ５/６/２９）提出資料より＞

九州エリアにおける２０２２年度の抑制量は合計で４３８百万kWh（抑制率 約３％）であったが、
２０２３年４月の太陽光発電の出力抑制量は単月で３７１百万kWh（抑制率 約２６％）となり、
前年度１年分に匹敵する量が抑制された。太陽光発電事業者の間には不安と動揺が広がって
おり、このままでは２０３０年の再エネ導入目標の達成に負の影響が及ぶことが懸念される。

ＺＥＨにおいて太陽光発電が発電する余剰電力の自家消費率を高める
ことにより建築主の経済メリット及び省ＣＯ２化を最大化する。

図１：需給バランス制約による出力制御のイメージ図
（九州電力）

グラフ１：太陽光発電協会の内閣府再エネタスクフォース（R5/6/29）提出資料より３頁



２提案プロジェクトの背景

下記グラフは今年４月９日の九州電力と全国の電力供給の発電種別内訳グラフである。

夜間は原子力と火力の発電が大半となっており、昼間は太陽光発電が約半数の割合を占めて
いるのがわかる。

しかし、太陽光発電は相当に出力制御（網掛け部分）されている状況も読み取れる。

そこで、夜間の消費電力を昼間にシフトすることができれば、火力発電の割合を減らすことがで
き、省ＣＯ２の最大化ができる。

ＺＥＨにおいて太陽光発電が発電する余剰電力の自家消費率を高める
ことにより建築主の経済メリット及び省ＣＯ２化を最大化する。

グラフ２：九州電力における電力供給の発電種別内訳グラフ

（自然エネルギー財団ＨＰより）

グラフ３：全国における電力供給の発電種別内訳グラフ

（自然エネルギー財団ＨＰより）



３提案プロジェクトの概要

ＺＥＨにおいて太陽光発電が発電する余剰電力の自家消費率を高める
ことにより建築主の経済メリット及び省ＣＯ２化を最大化する。

図２:太陽光発電の余剰電力と蓄熱型暖冷房イメージ

図２のように電力消費をできる限り、日中の太陽光発電の余剰電力へシフトすることでＣＯ２排
出量の削減効果を最大化する。

①自家消費率向上のため、「おひさまエコキュート」を設置し、太陽光の余剰電力で給湯を行う。

②躯体の高断熱化により暖冷房負荷を抑えると同時に、出来る限り余剰電力が発生する日中
の時間帯に暖冷房を行い、躯体の蓄熱効果で夜間の暖冷房を抑制する。

③ＥＶコンセントを設置し、建築主が電動車(ＥＶ,ＰＨＶ)を使用する場合は、出来る限り余剰電
力で充電を行っていただけるよう啓発を行う。

①
②

③



４提案プロジェクトの概要

「おひさまエコキュート」
「おひさまエコキュート」は、下図３の通り、太陽光発電の余剰電力を最大限に利用して、主に

昼間に湯沸かしを行う給湯器である。一般的な夜間に湯沸かしを行うエコキュートに比べ、沸き
上げ時の省エネ性（外気温によるヒートポンプの運転効率）が向上するため省エネ効果が大きい。
また一般に湯沸かし(日中)から入浴(夜間)までの時間が比較的に短いため放熱ロスが少なく
エネルギー効率も高い。下図４のグラフの通り、おひさまエコキュートのＣＯ２排出量は、天気予
報連動機能付きエコキュートのおよそ半分と試算されている。

また、下図５の通り、従来型エコキュートや天気予報連動機能付きエコキュートに比べて、おひさ
まエコキュートの経済メリットが最も大きい。

ＺＥＨにおいて太陽光発電が発電する余剰電力の自家消費率を高める
ことにより建築主の経済メリット及び省ＣＯ２化を最大化する。

図３ 太陽光発電と沸き上げのイメージ 図４ おひさまエコキュートのＣＯ２排出量削減 図５ おひさまエコキュートの経済メリット



５提案プロジェクトの概要

① 断熱性能
暖房負荷を抑えるため、断熱性能は断熱等級６であるＵＡ値０．４６Ｗ/㎡・Ｋ以下とする。

② 気密性能
空気環境及び換気効率に大きく影響を与える気密性能において、ＨＥＡＴ２０の推奨値であるＣ

値０．７±０．２㎠/㎡から、本プロジェクトにおける気密性能をＣ値０．９㎠/㎡以下とする。

③ 日射遮蔽
冷房負荷を抑えるため、『ＣＡＳＢＥＥ戸建（新築）ＱＨ日射の調整機能』である日射侵入率０．３
以下とする。

④ ＢＥＩ
２０２３年１０月公開予定のエネルギー消費性能計算プログラムにおいて、給湯設備の昼間沸
上げ（おひさまエコキュート）を評価しＢＥＩ＝０．４以下（６０％以上の削減）を必須とする。

（また、２０２４年度より施行予定の省エネ性能表示制度における、エネルギー消費性能６つ星
（最上位）は５０％以上の削減となっている。）

断熱等級４ 断熱等級５ 断熱等級６ 断熱等級７

ＵＡ値 ０．８７Ｗ/㎡・Ｋ以下 ０．６Ｗ/㎡・Ｋ以下 ０．４６Ｗ/㎡・Ｋ以下 ０．２６Ｗ/㎡・Ｋ以下

表１：５～７地域における断熱等級およびＵＡ値

ＺＥＨにおいて太陽光発電が発電する余剰電力の自家消費率を高める
ことにより建築主の経済メリット及び省ＣＯ２化を最大化する。



６

運用面での評価体制と具体的な評価方法

①３年間のデータを取得する中で、１年目の自家消費量等のレポートを居住者へフィードバック
することで、２年目以降の行動変容を促しさらなる自家消費率の向上を目指す。

②大学等の研究機関との連携

プロジェクトを通して得られた知見を大学等の研究機関等へ提供し、太陽光発電における自家
消費率の向上を目的とする学術研究に寄与したいと考える。

③エコキュートメーカーとの連携

実測データをエコキュートメーカー等へ提供し、おひさまエコキュートにおける技術検討及び商品
開発に寄与したいと考える。

ご清聴ありがとうございました。

提案プロジェクトの概要
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